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昭
和
5
7
年
度
予
算
（
一
般
会
計
）
が
ス
タ
ー
ト

◇◇◇◇◇◇

昭
和
五
十
七
年
度
の
町
の
一
般
会
計
本
予
算
が
、
六
月
の
定
例
議
会
で
成
立
し
ま
し
た
。
今

年
度
の
予
算
総
額
は
、
四
十
三
億
二
千
二
百
万
円
と
、
前
年
度
比
六
％
の
微
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
歳
出
面
で
徹
底
し
た
経
常
的
経
費
の
節
減
を
図
る
な
ど
限
り
あ
る

財
源
の
効
率
的
な
酎
分
に
努
め
て
い
ま
す
。

◇◇◇◇◇◇

5
7
年
度
の
町
づ
く
り

当初予算の推移

。
体
育
館
・
武
道
龍
な
ど
文
化
施

設
の
整
備

。
公
園
・
広
場
の
整
備

。
生
活
遭
路
の
整
備

昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
財
政
再
建

に
取
り
く
ん
で
お
り
ま
す
が
、
よ
う

や
く
好
転
の
き
ざ
し
が
見
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。
し
か
し
好
転
し
た
と
は

い
え
、
財
政
力
は
決
し
て
余
裕
の
あ

る
も
の
で
は
な
く
、
今
後
の
財
政
運

営
は
、
中
長
期
展
望
の
中
で
計
画
的

な
運
営
が
必
要
で
す
。
特
に
、
庁
舎

や
中
央
公
民
館
建
設
な
ど
大
型
事
業

は
、
後
年
度
に
財
政
負
担
と
な
ら
ぬ

よ
う
基
金
の
積
立
が
必
要
で
す
。

事
業
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
「
石

炭
の
町
か
ら
の
脱
皮
」
と
い
う
こ
と

で
、
炭
住
の
改
良
な
ど
に
取
り
く
ん

で
釆
ま
し
た
が
、
一
応
の
完
了
を
み

ま
し
た
。

今
後
は
近
代
的
な
都
市
づ
く
り
の

た
め
中
央
公
民
館
や
武
道
館
、
体
育

館
、
公
園
な
ど
の
文
化
施
設
の
充
実

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

4，400万円地　方　譲　与　税

歳
　
入

依
存
財
源
全
予
算
の
6
4
％

を
占
め
る

町
の
財
源
は
、
町
税
や
使
用
料
及

び
手
数
料
な
ど
、
町
自
か
ら
の
財
源

で
あ
る
自
主
財
源
と
、
地
方
交
付
税

や
国
・
県
の
支
出
金
、
町
債
（
借
入

金
）
な
ど
他
か
ら
の
収
入
、
依
存
財

源
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
予
算
確
題
は
四
十
三
億

二
千
二
百
万
円
。
そ
の
内
、
町
税
と
地

交
付
税
で
全
体
の
五
八
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
町
税
は
、
前
年
度
比
二
一
二

％
増
の
十
一
億
九
千
八
百
十
六
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
（
住
民
一
人
当
た
り

四
万
二
千
円
）
。

地
方
交
付
税
は
、
十
二
億
八
千
八
百

四
十
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
配

分
基
準
に
な
る
国
税
三
税
（
所
得
税
、

法
人
税
、
酒
税
）
が
経
済
の
停
紺
に
よ

っ
て
伸
び
ず
、
地
方
交
付
税
の
増
額
も

非
常
に
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

3，500万円自動車取得税交付金

344万円

5，490万円

交通安全対策交付金

分担金及び負担金

2，951万円繰　　入　　金

年度 当 初 予 算 額 比較

53 50億 7，874万円 100

54 52億 8，78 0万円 104

55 48億 2，40 7万円 94

56 40億7，673万円 80

5 7 43億2，20 0万円 85

財産収入4，301万円
（1％）

町税

11億9，816万円

主

歳　入

43億2，200万円

財

国・県支出金

6億299万円

地方交付税

12億8，840万円

4億9，097万円

7　月　は　同　和　問　題・啓　発　強　調　月　間　で　す。
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歳
　
出

武
道
館
の
建
設
ス
タ
ー
ト

自
転
車
置
場
整
備

生
活
道
路
の
整
備

歳
出
は
道
路
や
公
共
施
設
の
建
設

鉱
害
復
旧
な
ど
の
投
資
的
経
費
と
、

人
件
費
や
物
件
費
な
ど
の
消
費
的
経

費
、
そ
れ
に
町
債
の
返
済
な
ど
の
公

債
費
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
度
の
予
算
で
す
が
、

投
資
的
経
費
に
は
歳
出
総
額
の
三
〇

・
二
％
に
当
た
る
十
三
億
六
百
七
十

九
万
円
を
投
入
し
、
生
活
道
路
の
整

備
や
鉱
害
復
旧
、
公
園
の
整
備
に
力

を
注
ぎ
ま
す
。

保
育
所
の
運
営
や
老
人
、
乳
幼
児
な

ど
の
医
療
費
助
成
、
各
種
予
防
接
種
、

生
活
困
窮
者
の
援
助
な
ど
住
民
の
健
康

づ
く
り
福
祉
向
上
の
た
め
の
民
生
・
衛

生
費
に
は
歳
出
総
額
の
二
二
％
に
当
た

る
九
億
五
千
二
百
三
十
万
円
を
充
て
て

い
ま
す
。

ま
た
、
人
づ
く
り
の
た
め
の
教
育
費

に
は
歳
出
総
額
の
一
五
・
三
％
に
当
た

る
六
億
六
千
三
百
三
十
八
万
円
を
投
入

し
、
各
学
校
施
設
の
整
備
・
充
実
を
図

る
と
同
時
に
、
社
会
教
育
施
設
の
充
実

を
図
る
た
め
に
体
育
館
や
武
道
館
の
建

設
を
進
め
ま
す
。

そ
の
他
、
老
朽
化
し
た
庁
舎
の
建
替

え
資
金
と
し
て
今
年
度
一
億
円
の
積
立

て
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ノ■ヽ

町民一人当りの予算
′′．．．　　　一一‾ヽ、一歳　 入　　 ℡上土小　　 歳　 出

地方交付税

45，3 18円

町　　 税

42，144円

総　 務　 費

2 2，339円

議　 会　 費

4，166円

民　 生　 費

24，158円

衛　 生　 費

9，3 37円

土　 木　 費

19，0 69円

労　 働　 費

5，732円

国・県支出金

21，20 9円

使用料
及び

手数料

消　 防　 費

5，6 34円

農林 ・水産費

1，357円

教　 育　 費 商　 工　 費

10，24 2円 23，333円 6 22円

諸　 収　 入 町　　 債 災害復旧費 公　 債　 費

17，269円 8，4 55円 17，574円 18，167円

≡
ヽ
く
く
≡
一
－
．
ヽ
（
一
ｒ
ヽ
≡
≡
ヽ
‘
’
‘
－
．
三
．
－
．
，
ヽ
′
ヽ
．
≡
．
－
ヽ
ノ
ヽ
′
ヽ
一
ｌ
三
．
ヽ
‘
Ｊ
ヽ
．
≡
一
－
ヽ
‘
1
′
ヽ
．
≡
－
Ｉ
Ｉ
ヽ
ノ
ヽ
′
ヽ
≡
．
－
，
ヽ
‘
ノ
ｌ
ｌ
－
．
≡
－
－
，
ヽ
′
’
ｒ
1
1
≡
≡
ヽ
′
ヽ
′
ヽ
’

5
7
年
度
予
算
に
組
ま
れ
た
主
な
事
業

（
教
育
・
文
化
施
設
）

①
町
民
体
育
館
建
設
工
事

㊥
武
道
館
建
設
用
地
造
成
工
事

㊥
保
育
所
整
備
費

④
小
学
校
整
備
費

⑤
中
学
校
整
備
費

（
土
木
関
係
）

①
赤
池
・
橋
詰
線
舗
装
工
事

㊥
砂
山
・
丸
の
内
線
改
良
舗
装
工
事

㊥
町
道
及
び
獲
活
道
路
舗
装
工
事

④
±
農
業
用
排
水
路
底
張
工
事

⑤
下
二
農
業
用
排
水
路
底
張
工
事

（
鉱
害
復
旧
）

①
新
池
下
・
村
下
線

㊥
古
賀
・
頃
未
練

④
立
地
前
・
大
坪
1
号
線

④
大
平
下
水
道

⑤
家
屋
復
旧
　
1
1
戸

（
そ
の
他
）

①
庁
舎
窪
設
調
査
費

㊥
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
カ
ー
ブ
、
三
フ
ー
設

置
費

㊥
公
園
予
定
地
買
収
費
（
吉
田
片
山
）

2

、

8

4

9

・

6

6

が

④
水
巻
駅
前
自
転
車
置
場
整
備
事
業

今
年
度
は
用
地
9
5
4
・
1
2
が
を
買

収
、
来
年
度
に
整
備

今年は　カ　ラ　梅雨です。　「水を大切に使いま　し　ょ　う」
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子供を水の事故から守ろう

一幼児の水の事故は親の責任一
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夏
…
…
水
遊
び
の
好
き
な
子
供
た
ち

は
大
喜
び
。
し
か
し
、
「
水
の
恐
さ
」

を
知
ら
な
い
子
ど
も
に
と
っ
て
、
こ
れ

ほ
ど
危
険
な
季
節
も
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
年
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
、

思
い
が
け
な
い
悲
し
い
事
故
が
相
次
ぎ

ま
す
。昨年
夏
（
六
～
八
月
）
に
、
海
や
川
、

湖
沼
な
ど
で
水
の
犠
牲
と
な
っ
た
子
供

（
中
学
生
以
下
）
は
四
百
十
人
を
数
え
、

同
じ
期
間
中
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

二
百
七
十
一
人
を
は
る
か
に
上
回
っ
て

い
ま
す
。

水
を
こ
と
さ
ら
怖
が
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
か
と
い
っ
て
甘
く
み
る
と

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。子
供
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め

に
、
海
や
川
、
プ
ー
ル
な
ど
で
泳
ぐ
場

合
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
一
人
で
は
絶
対
に
泳
ぎ
に
行
か
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

数
人
の
友
達
グ
ル
ー
プ
か
、
保
護
者

が
同
伴
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
一

人
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
助
け
を
求

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

☆
　
寝
不
足
、
空
腹
、
疲
労
は
水
泳
の

大
敵
で
す
。

海
水
浴
に
出
掛
け
る
場
合
、
朝
が
早

い
と
朝
食
抜
き
に
な
り
が
ち
。
朝
食
は

き
ち
ん
と
食
べ
て
か
ら
出
掛
け
ま
し
ょ

ぅ
。
お
な
か
ペ
コ
ペ
コ
で
一
目
散
で
海

に
飛
び
込
み
、
心
臓
マ
ヒ
な
ど
を
起
こ

す
子
供
が
多
い
の
で
す
。
た
だ
し
、
食

後
す
ぐ
に
泳
ぐ
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
少
な
く
と
も
食
後
二
時
間
た
っ
て

か
ら
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
海
水
浴
の
前
日
は
、
睡
眠
不
足

に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

Ｉ

ノ

0

陳
腐
麿
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閻

誠
璽
副
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☆
　
泳
ぐ
前
に
は
、
少
な
く
と
も
五
分

は
か
け
て
準
備
体
操
を
し
ま
し
ょ

う
。

準
備
体
操
は
、
自
分
の
体
調
を
知
る

一
つ
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
「
ど
う
も

体
調
が
悪
い
な
」
と
感
じ
た
ら
、
無
理

を
せ
ず
、
し
ば
ら
く
休
み
ま
し
ょ
う
。

準
備
体
操
の
目
的
は
、
関
節
を
は
じ
め

体
全
体
を
柔
ら
か
く
す
る
と
と
も
に
内

臓
機
関
の
働
き
を
高
め
、
「
さ
あ
、
こ

れ
か
ら
水
に
入
る
ぞ
」
と
い
う
心
の
準

備
を
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
心
の
準

備
が
で
き
て
い
な
い
と
体
の
機
能
が
〝

水
の
中
″
と
い
う
環
境
の
変
化
に
つ
い

て
い
け
ず
、
心
臓
マ
ヒ
な
ど
の
事
故
を

起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

☆
　
水
に
入
る
前
、
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
れ

ば
た
っ
ぷ
り
浴
び
、
海
や
川
で
は

足
、
手
、
顔
、
頭
と
い
っ
た
順
序

で
、
心
臓
に
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
水

に
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

い
き
な
り
水
に
飛
び
込
ん
だ
り
す
る

の
は
危
険
で
す
。
徐
々
に
体
を
水
に
慣

ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
水
に

入
っ
た
ら
、
し
ば
ら
く
軽
い
泳
ぎ
で
ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ッ
プ
を
し
、
体
が
ほ

ぐ
れ
、
水
に
慣
れ
て
き
て
か
ら
本
格
的

に
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
。

「
．

☆
　
子
供
の
場
合
、
一
回
の
泳
ぐ
時
間

は
十
五
～
二
十
分
ぐ
ら
い
が
限
度

で
す
。
何
度
も
水
か
ら
上
が
っ
て

泳
ぐ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

楽
し
い
か
ら
と
、
長
時
間
ダ
ラ
ダ
ラ

と
泳
ぐ
の
は
禁
物
。
子
供
は
疲
れ
た
と

い
う
自
覚
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
と
な
の

目
か
ら
見
て
元
気
そ
う
に
見
え
て
も
、

一
分
後
に
は
急
に
グ
ッ
タ
リ
と
体
調
に

変
化
を
き
た
す
場
合
が
多
い
の
で
す
。

唇
の
色
、
顔
の
表
情
、
話
し
方
、
態
度

な
ど
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
　
泳
げ
な
い
子
供
は
、
浅
瀬
で
遊
ぶ

く
ら
い
に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。

友
だ
ち
同
士
の
競
争
で
、
無
理
を
し

て
泳
ぎ
、
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

☆
　
地
形
や
潮
流
を
知
っ
て
泳
ぎ
ま
し

よ
う
。

海
は
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
急
に

深
く
な
っ
た
り
し
て
お
り
ま
す
。
必
ず

安
全
区
域
内
で
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
。

☆
　
水
着
は
、
で
き
る
だ
け
競
泳
用
の

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

水盲‡車竺
女
の
子
の
場
合
、

ヒ
ラ
ヒ
ラ
の
フ
リ
ル

の
つ
い
た
水
着
は
思

わ
ぬ
と
こ
ろ
に
ひ
っ

か
け
た
り
し
ま
す
し

男
子
の
場
合
も
、
バ

ミ
ュ
ー
ダ
形
式
の
も

の
は
泳
い
で
い
る
途

中
に
下
が
っ
て
き
て

足
の
自
由
を
妨
げ
る

ヱ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
危
険
で
す
。

人
工
　
呼
吸

∧
口
対
ロ
人
工
呼
吸
法
∨

①
　
ま
ず
衣
服
を
ゆ
る
め
て
あ
お
向
け

に
寝
か
せ
ま
す
。

次
に
、
吹
き
込
む
息
が
通
り
や
す
い

よ
う
、
患
者
の
首
の
後
ろ
に
手
を
当
て

て
頭
を
そ
ら
せ
、
の
ど
を
真
っ
す
ぐ
に

し
ま
す
。
こ
れ
を
「
気
道
確
保
」
と
い

い
ま
す
。
ロ
を
閉
じ
た
ま
ま
の
と
き
は

口
を
聞
か
せ
ま
す
。

㊥
　
深
く
息
を
吸
い
、
口
を
大
き
く
開

い
て
患
者
の
口
の
周
り
に
ぴ
っ
た
り
つ

け
、
鼻
を
つ
ま
ん
で
息
が
漏
れ
な
い
よ

う
注
意
し
て
吹
き
込
み
ま
す
。
患
者
の

顔
が
小
さ
く
ロ
だ
け
を
合
わ
せ
に
く
い

場
合
は
、
鼻
も
一
緒
に
口
で
お
お
い
、

ロ
と
鼻
の
両
方
か
ら
胸
が
ふ
く
ら
む
ま

で
、
息
を
吹
き
込
み
ま
す
。

㊥
　
患
者
の
胸
が
ふ
く
ら
ん
で
き
た
ら

口
を
離
し
、
胸
が
沈
ん
で
息
が
吐
き
出

さ
れ
る
の
を
確
か
め
ま
す
。

初
め
の
四
～
五
回
は
早
く
、
ま
た
強

く
息
を
吹
き
込
み
、
そ
の
後
は
五
秒
に

一
回
ぐ
ら
い
の
割
合
で
行
い
ま
す
。
子

供
の
場
合
は
、
回
数
を
心
も
ち
多
く
し

吹
き
込
む
息
は
弱
く
し
ま
し
ょ
う
。

患
者
が
自
発
的
に
呼
吸
し
始
め
た
ら

そ
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
回
復
は
間
近
で
す
。

◇
　
　
　
◇

息
が
吹
き
込
み
に
く
い
せ
き
は
、
口

や
の
ど
に
何
か
つ
ま
っ
て
い
な
い
か
、

ー7月は全国強調月間－や

ゝ
「
ノろ守らヽ

′
－
刀

行巨
」
才
ノ

を年少青
も
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ｌｌ仙川ｌ相加州Ｈｌｌ11日目日周ｌ

安
全
運
転
は
あ
な
た

夏
の
交
通
安
全
運
動

7

月

2

1

日

～

8

月

2

0

日

夏
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
児
童
・
生
徒
の
夏
休
み
が
重
な
り
交
通
事
故

が
多
く
発
生
す
る
季
節
で
す
。
ま
た
、
夏
の
夜
は
暴
走
族
が
出
て
き
ま

す
。
我
も
の
顔
に
道
路
を
暴
走
し
、
一
般
の
通
行
車
を
ま
き
ぞ
え
に
し

て
大
き
な
事
故
を
起
こ
し
ま
す
。
み
ん
な
が
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

ｌｌＨ剛胆刑ｌ押ｌ用11日朝川‖

◎
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
、
と
く
に

子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

と
び
だ
し
、
車
の
直
前
・
直
後
の

横
断
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
に
、
家
庭
に
お
い
て
交
通

安
全
の
話
し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
粗
暴
運
転
と
く
に
青
少
年
の
暴
走
運

転
の
防
止

★
安
全
運
転
五
原
則
を
守
り
ま
し
ょ

ナ
ウ
。

①
安
全
速
度
を
必
ず
守
る

㊥
カ
ー
ブ
の
手
前
で
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
す
㊥
交
差
点
で
は
安
全
を
確
か
め
る

④
一
時
停
止
で
横
断
歩
行
者
の
安
全

を
守
る

⑤
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い

★
地
域
ぐ
る
み
、
町
ぐ
る
み
で
暴
走

族
を
追
放
す
る
た
め
に

①
未
青
年
者
に
不
必
要
に
大
き
な
二

そ
の
た
め
、
バ
イ
ク
に
よ
る
事
故
が

急
増
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ

と
を
守
り
事
故
防
止
に
つ
と
め
ま
し

よ
，
つ
。

①
安
全
速
度
の
厳
守
（
5
0
∝
以
下
は

制
限
速
度
3
0
短
）
・
一
時
停
止
の
励

行①
バ
イ
ク
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
あ
な
た
の
た
め
で
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
家
族
会
議
作
文
募
集

・・・安全は家庭の中からしつけから・・・

輪
車
を
買
い
あ
た
え
な

い
。
㊥
家
庭
、
学
校
、
職
場

等
で
の
車
両
点
検
に
よ

る
不
正
改
造
車
の
追
放

㊥
暴
走
行
為
を
し
て
い

る
場
所
に
「
見
に
行
か

な
い
」

◎
二
輪
車
と
く
に
バ
イ
ク

の
交
通
事
故
防
止

最
近
、
手
ご
ろ
に
乗

れ
る
ミ
ニ
バ
イ
ク
が
普

及
し
、
と
く
に
女
性
の

間
に
増
え
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
は
、
家
庭
で
の
話
し
合
い

が
大
切
で
す
。
今
回
総
理
府
、
全
日
本

交
通
安
全
協
会
な
ど
の
主
催
で
、
あ
な

た
の
家
庭
で
の
交
通
安
全
に
対
す
る
話

し
合
い
の
内
容
を
ま
と
め
た
作
文
を
次

の
よ
う
に
募
集
し
ま
す
。

夏
休
み
前
で
も
あ
り
、
家
族
そ
ろ
っ

て
、
こ
の
機
会
に
「
交
通
安
全
家
族
会

議
」
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
主
題
　
「
我
が
家
の
交
通
安
全
」

各
家
庭
に
お
け
る
交
通
安
全
に
関

す
る
話
し
合
い
の
内
容
、
方
法
、
話

し
合
っ
た
結
果
の
実
践
に
つ
い
て
。

▽
募
集
如
間
7

月

1

日

か

ら

9

月

2

0

日

ま

で

▽
募
集
区
分

。
母
親
の
部
・
一
般
の
部

▽
募
集
方
法

①
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
と

す
る
。

㊥
応
募
方
法
は
、
直
接
郵
送
に
よ
る

も
の
と
し
、
送
り
先
は
総
理
府
交

通
安
全
対
策
室
（
〒
一
〇
〇
　
東

京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
－
六
－

一
）
　
で
す
。

㊥
応
募
す
る
と
き
は
、
母
親
の
部
、

一
般
の
部
を
区
分
し
、
住
所
、
郵

便
番
号
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
を

明
記
す
る
こ
と
。

▽
主
催
　
総
理
府
、
日
本
交
通
福
祉
会

全
国
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
、
全

日
本
交
通
安
全
協
会
、
日
本
交
通
安

全
教
育
普
及
協
会

▽
後
援
　
警
察
庁
、
文
部
省

気
道
確
保
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

直
接
ロ
を
つ
け
る
の
が
た
め
ら
わ
れ
る

と
き
は
、
ガ
ー
ゼ
や
ハ
ン
カ
チ
を
当
て

て
息
を
吹
き
込
み
ま
し
ょ
う
。

ー

　

　

　

ー

▲

▼

′

Ｊ

＜
絵
で
見
る
応
急
手
当
＞

②胸がふくらむまで息　　（Ｄあお向けに寝かせ
を吹き込む　　　　　　　　息が通りやすく

（気道確保）

⑨口を離し、胸が沈ん
で息が吐き出される
のを確かめる

第　32　回　社　会　を　明　る　く　す　る　運　動　（7月1日－31日）
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日　中友好

青年の船に参加して

「
青
年
の
船
の
旅
を
終
え
て
」
　
頃
末
　
藤
野
　
博
文

「
青
年
の
船
に
乗
っ
て
」
梅
ノ
木
団
地
　
新
名
　
孝
行

…Ⅲ…棚

青
年
の
船
の
何
た
る
か
も
分
ら
ず
に

応
募
し
た
私
で
す
が
、
三
回
に
亘
る
事

前
研
修
、
特
に
〝
英
彦
山
背
年
の
家
″

で
の
四
泊
五
日
の
研
修
の
時
、
こ
の
事

業
の
持
つ
意
味
と
、
責
任
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
、
仲
間
の
輪

が
広
が
っ
て
ゆ
く
軍
の
す
ば
ら
し
さ
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
同

じ
目
的
に
向
っ
て
進
も
う
と
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
真
申
に
居
る
自
分
白
身
の
認

識
、
私
に
と
っ
て
、
全
て
が
新
し
い
体

厳
で
し
た
。
初
め
て
中
国
に
立
っ
た
時

の
感
激
。
レ
ン
ガ
造
り
の
小
さ
な
家
並

の
中
に
、
近
代
的
な
ピ
ル
が
ポ
ッ
ン
と

一
つ
そ
び
え
て
い
る
。
町
の
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
は
、
不
統
一
で
調
和
し
て
い
な
い

の
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
今
ま
さ
に
発

展
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
中
国
の
、

力
強
さ
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
何
不
日
由
無
く
安
穏
に
生

き
て
い
る
自
分
へ
の
問
い
か
け
と
共
に

社
会
に
対
す
る
責
任
を
自
覚
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
決
し
て
豊
か
で
は
無

い
け
れ
ど
、
我
々
の
訪
中
を
心
か
ら
歓

迎
し
て
く
れ
た
中
国
の
方
々
に
対
し

て
、
我
々
は
本
当
に
、
こ
の
寓
意
に
応

え
る
事
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
一

種
の
不
安
感
が
横
切
る
事
も
あ
り
ま
し

た
。今
、
船
に
乗
っ
て
い
た
二
週
間
を
想

い
出
し
て
い
ま
す
が
、
船
に
乗
る
事
が

出
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
す
ば
ら
し
い
友
達
と
、
す
ば
ら

し
い
体
験
は
、
何
も
の
に
も
換
え
る
軍

は
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
「
船
の
会
」
の

メ
ン
バ
1
と
し
て
、
地
域
で
活
動
し
て

行
く
事
に
な
り
ま
す
が
、
あ
の
感
動
を

忘
れ
ず
に
、
そ
し
て
一
人
で
も
多
く
の

人
に
背
年
の
船
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
と
共
に
、
地
域
社
会
の
発
展
に

少
し
で
も
役
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

′
し

と
に
か
く
素
晴
ら
し
い
旅
で
し
た
。

単
独
で
行
く
の
と
は
全
く
遠
い
、
三
百

人
余
の
団
員
相
互
の
班
別
、
ク
ラ
ブ
別

地
域
別
、
係
別
、
テ
ー
マ
別
な
ど
で
の

つ
な
が
り
。
た
っ
た
二
週
間
の
間
に
こ

ん
な
に
多
く
の
人
々
と
ふ
れ
あ
い
、
欝

り
合
い
、
充
実
し
た
時
を
過
ご
せ
た
の

は
、
も
う
二
度
と
体
験
で
き
な
い
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

中
国
は
貧
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
は
四
つ
の
近
代
化
の
も
と
に
ど

ん
ど
ん
発
展
を
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
国
民
の
日

は
輝
き
、
自
国
に
誇
り
を
持
っ
て
生
産

意
欲
に
満
ち
て
い
ま
す
。

万
屋
の
長
城
、
天
安
門
広
場
、
故
宮

い
ず
れ
も
筆
舌
に
尽
し
難
い
雄
大
な
ス

ケ
ー
ル
で
、
中
国
の
深
く
て
長
い
歴
史

に
感
動
し
ま
し
た
。

と
に
か
く
青
年
の
船
は
す
ば
ら
し
い

も
の
で
し
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
あ

ま
り
広
く
深
く
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が

実
情
で
す
。

私
も
今
後
、
色
々
な
活
動
を
通
し
て

こ
の
育
年
の
船
の
意
義
を
そ
し
て
帯
び

を
地
域
の
青
少
年
に
伝
え
て
行
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

中
国
人
家
族
と
一
緒
の
藤
野
さ
ん

石
け
ん
講
演
会

7

月

2

1

　

日

毎
日
使
っ
て
い
る
合
成
洗
剤
も

環
境
の
汚
染
や
手
あ
れ
、
オ
ム
ツ

カ
プ
レ
な
ど
安
全
性
に
疑
問
が
も

た
れ
〝
石
け
ん
″
を
見
直
す
万
も

増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
水
巻
町
石
け
ん
使
用

推
進
連
絡
会
（
準
）
で
は
、
〝
石

け
ん
″
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
「
合
成
洗
剤
を
考

え
る
」
と
題
し
ま
し
て
．
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
万
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
ノ
し

▽
日
時
　
7
月
2
1
日
⑳
「
刃

午
前
1
0
時
⑪
7
1
2
時
3
0
分

▽
場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館

▽
主
他
　
水
巻
町
石
け
ん
使
用
推

進
連
絡
会
（
準
）

▽
後
援
　
水
巻
町
、
町
教
育
委
員

会

と
り
も
ど
そ
う
昔
の
清
い
水

河
川
愛

河
川
は
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然
の

風
物
で
あ
る
と
共
に
、
飲
料
水
を
は
じ

め
と
す
る
私
た
ち
の
生
活
用
水
の
水
源

と
し
て
、
音
か
ら
私
達
の
生
活
と
切
り

離
せ
な
い
蛮
要
、
な
も
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
最
近
の
河
川
は
工
場
廃
液
や
生
活
廃

水
を
は
じ
め
、
ゴ
ミ
や
そ
の
他
の
汚
物

の
投
棄
に
よ
っ
て
き
た
な
く
な
り
、
悪

臭
の
ひ
ど
い
〝
ど
ぶ
川
〃
な
ど
が
多
く

護
月
間
（
7
月
）

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
飲
料
水
や
か

ん
が
い
用
水
な
ど
の
確
保
に
障
害
と
な

り
、
ま
た
、
河
川
か
ら
の
災
害
を
防
ぐ

た
め
に
も
こ
の
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
も
水
に
親
し
む
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
川
は
命
の
水
の
源
と
で
す
。
川

を
よ
ご
す
こ
と
の
な
い
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

○
河
川
に
ゴ
ミ
、
空
缶
、
空
ビ
ン
等
や

）

し
尿
等
を
棄
て
た
り
流
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
。

○
河
川
の
堤
防
や
敷
地
内
の
芝
生
や
砂

利
を
無
断
で
取
っ
た
り
、
植
樹
や
廻

物
等
の
工
作
物
を
作
ら
な
い
こ
と
。

○
河
川
敷
内
で
野
焼
き
を
し
な
い
こ
と

○
河
川
に
勝
手
に
橋
を
か
け
た
り
、
土

管
を
埋
設
し
た
り
水
路
に
ふ
た
を
し

た
り
、
ま
た
、
埋
め
立
て
な
ど
は
し

な
い
こ
と
。

○
洗
剤
の
使
用
を
ひ
か
え
、
「
石
け
ん
」

又
は
粛
田
園
型
を
使
用
す
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

〉　詳しくは現地案内所へ
鯉口団地募集（12戸）0価格1，967万円～2，180万円
。土地面積　245〝ヂ～269〝タ。建物面績　93〝ヂ～109が
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Ｃ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
顔
負
け

青
少
年
珠
算
大
会

年
金
制
度
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は

み
な
さ
ん
に
相
当
理
解
さ
れ
て
き
ま
し

年
に
一
回
算
態
の
腕
を
競
う
、
水
巻

町
公
民
館
主
催
の
青
少
年
珠
算
大
会
が

六
月
二
十
七
日
、
水
巻
町
民
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
も
今
年
で
二
十
四
回
目
、

町
内
十
四
地
区
か
ら
百
六
十
四
名
の
子

ど
も
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の
腕
前

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
個
人
総
合
競
技
〕

。
小
学
四
年
生
以
下

金
賞
　
岡
部
幸
次
（
吉
田
二
）

〃
　
成
望
扶
美
（
富
田
二
〕

ク
　
山
本
　
順
（
吉
田
団
地
）

ク
　
高
田
　
浩
（
吉
田
団
地
）

ク
　
福
田
友
紀
（
梅
ノ
木
中
央
）

ク
　
井
上
由
美
子
（
樋
口
）

。
小
学
五
年
生

優
勝
　
吹
田
延
夫
（
み
ず
ほ
）

。
小
学
六
年
生

優
勝
　
早
川
千
番
子
（
吉
田
三
）

。
中
学
生

優
勝
　
舟
江
ち
さ
と
（
猪
熊
町
住
）

〔
読
上
算
の
部
〕

。
小
学
生

優
勝
　
早
川
千
番
子
（
吉
田
三
）

。
中
学
生

優
勝
　
舟
江
ち
づ
る
（
猪
熊
町
住
）

〔
説
上
暗
算
の
部
〕

。
小
学
生

優
勝
′
早
川
千
番
子
（
吉
田
三
）

。
中
学
生

優
勝
　
賀
良
顧
彦
（
吉
田
団
地
）

〔
団
体
競
技
〕

小
学
四
年
　
優
勝
　
吉
田
二
Ａ

小
学
五
年
　
優
勝
　
苫
田
二
Ｂ

小
学
六
年
　
優
勝
　
吉
田
一

中
学
生
　
優
勝
　
猪
熊
町
住

〔
リ
レ
ー
競
技
〕

優
勝
　
吉
田
団
地

〔
地
区
総
合
〕

優
勝
　
吉
田
団
地

0

た
が
、
ま
だ
な
か
に
は
現
在
の
物
価
上

昇
度
な
ど
か
ら
、
将
来
の
年
金
の
価
値

を
否
定
的
に
考
え
て
頭
か
ら
年
金
制
皮

を
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
万
が
い
る
よ

う
で
す
。

し
か
し
、
国
が
実
施
し
て
い
る
年
金

制
度
は
、
個
人
の
貯
背
や
民
間
の
年
金

と
比
較
し
て
、
こ
う
い
う
有
利
な
点
が

あ
り
ま
す
。
①
経
済
の
発
展
や
生
活
水

準
の
上
昇
に
応
じ
て
咋
金
の
額
も
商
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
㊥
消
費
者
物

価
が
上
昇
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
年
金
額
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

は
っ
き
り
と
法
律
に
定
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
か
ら
現
在
の
年
金
額
で
は
将
来
の

役
に
立
た
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

よ
う
な
心
配
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん

た
と
え
ば
、
保
顔
料
を
二
十
五
年
間
納

め
た
場
合
の
老
齢
年
金
を
例
に
と
っ
て

み
ま
す
と
、
昭
和
三
十
四
年
に
は
年
額

二
万
四
千
円
（
月
額
二
千
円
）
で
あ
り

ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
六
年
に
は
五
十

四
万
三
千
三
百
円
（
月
額
四
万
五
千
二

百
七
十
五
円
）
、
付
加
保
険
料
納
付
の

場
合
は
六
十
万
三
千
三
百
円
（
月
額
五

万
二
百
七
十
五
円
）
に
も
な
っ
て
お
り

ま
す
。ま
た
、
国
は
給
付
費
の
三
分
の
一
を

負
担
す
る
よ
う
法
律
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
事
務
費
も
国
で
ま
か
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
加
入
者
に
は
と
て
も
有
利

で
す
。

Ｐ
＿
．
．
．
．
．
．
．
．
一
ｔ
．
＿
ヽ
．
．
ｔ
．
＿
ｔ
．
一
ｔ
．
一
ｔ
．
＿
＿
．
一
．
－
一
－
．
°
．
－
4
．
▼
さ
．
ｔ

悩
み
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
・

－
婦
人
相
敬
員
に
ご
相
談
を
－

い
ろ
ん
な
心
配
ご
と
や
身
の
ふ
り
方

に
つ
い
て
、
自
分
だ
け
の
力
で
は
ど
う

し
て
も
解
決
で
き
な
い
－
。
適
当
な
相

談
相
手
も
い
な
い
－
。
女
性
で
あ
る
が

た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ー
。

こ
の
よ
う
な
婦
人
の
相
談
に
応
じ
、

助
言
や
保
護
に
よ
り
問
題
解
決
に
協
力

す
る
の
が
婦
人
相
談
員
で
す
。
相
談
は

い
っ
さ
い
無
料
で
、
相
談
内
容
は
秘
密

厳
守
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
北
九
州

市
八
幡
西
区
別
松
の
福
岡
県
八
幡
総
合

庁
舎
三
階
「
遠
賀
福
祉
事
務
所
」
の
婦

人
相
談
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
〔
相
談
内
容
〕

。
家
庭
の
こ
と
や
病
気
、
子
ど
も
の
こ

と
、
そ
の
他
婦
人
と
し
て
の
悩
み
ご

と
全
般
。

きや

霜田　沙彩ちゃん
欄和56年9月26日生

（畿李）さんの轍

動物にとっても興味のある毎

日です。・・らしさの失なわれ

つつある現代、我子は当面子供

らしく素直に育って欲しいと願

います。　　（机62番地）

水
巻
町
職
員
採
用
試
験

▽
採
用
職
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
1
0
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子

給
食
調
理
員
（
小
学
校
）
－
若
干
名
　
で
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
人

▽
受
験
資
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員
法

①
昭
和
2
1
年
1
0
月
2
日
か
ら
昭
和
3
2
　
第
1
6
条
に
該
当
し
な
い
人

▽
申
込
み

7
月
1
5
日
か
ら
8
月
5
日
ま
で
に
役

場
人
事
係
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
試
験
予
定
日

第
一
次
試
験
　
8
月
2
2
日

第
二
次
試
験
　
9
月
上
旬

妄塑蓬莱謹浣

ゆうすけ

中村　勇介ちゃん
昭和56年10月2日生

（歪志学）さんの長男

生まれた時は3，000伊、今は

薗でっかちのスリムさんです。

ようやく伝い歩きができるよう

になりました。人見知りをせず

人気者です。　（吉田曲り）

○価格1，911万円～2，246万円〉　詳しくは現地案内所へ0建物面積　95が～114〝ヂ　　　　　　　魯202・0842
おかの台団地募集（25戸）
0土地面績　218〝ヂ｝267が



猪
熊
の
十
三
塚
　
（
水
巻
町
誅
か
ら
）

酬冊Ⅲ　昭和57年7月10日　酬刷〃椚刷刷〃〃間酬〃酬棚間〃紺肌用

壇
の
浦
で
敗
れ
た
平
家
の
家

臣
が
敗
残
の
姿
も
い
た
ま
し

く
、
江
川
の
万
か
ら
や
っ
と
あ

る
山
に
た
ど
り
つ
き
、
山
の
頂

上
か
ら
は
る
か
に
古
賀
岳
（
豊

前
坊
山
）
の
山
鹿
透
通
の
瑞
城哀れな平家の落武者の自書あと十三塚

を
の
ぞ
み
、
平
家
軍
の
安
否
を

大
声
で
呼
ば
わ
っ
た
が
、
そ
の

時
す
で
に
こ
の
瑞
城
も
支
え
を

失
っ
て
落
城
し
た
後
で
あ
っ
た

声
を
限
り
に
大
声
を
あ
げ
て
叫

ん
で
見
た
も
の
の
、
落
城
と
聞

い
た
落
武
者
連
の
悲
歓
は
、
遂

に
自
決
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
や
が
て
静
か
に

山
を
降
り
て
こ
の
「
十
三
塚
」

で
自
書
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。

同
勢
十
三
人
で
あ
っ
た
と
い
う

ま
た
、
こ
の
山
も
、
い
ま
は
の

声
が
里
人
の
耳
に
焼
き
つ
い
て

残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の

声
の
お
ら
ば
れ
た
山
と
し
て
「

お
ら
び
喚
山
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

十
三
塚
に
は
、
そ
の
よ
う
な

平
家
の
落
武
者
の
悲
し
い
運
命

を
弔
っ
て
、
十
三
本
の
巨
松
が

植
え
ら
れ
て
あ
っ
た
が
、
大
正

九
年
に
そ
の
松
は
猪
鰯
の
財
産

と
し
て
伐
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
松
を
伐
っ
た
た
め
に
そ
の

翌
年
に
村
の
主
だ
っ
た
人
々
十

三
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
は
不

思
議
と
さ
れ
て
い
る
。

遠
賀
ロ
ー
タ
リ
ー
旗
争
奪

少
年
剣
道
大
会

お
面
　
－
　
ん
。
会
場
一
ば
い
に
力
強

い
声
が
響
き
わ
た
り
ま
す
。

六
月
二
十
七
日
、
第
三
回
目
を
迎
え

た
遠
賀
ロ
ー
タ
リ
ー
旗
争
奪
少
年
剣
道

大
会
が
水
巻
町
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
中
間
市
、
郡
内
各
町
か
ら

参
加
し
た
選
手
の
間
で
熱
戦
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

〔
団
体
戦
〕

○
小
学
生
の
部

優
　
勝
　
芦
屋

準
優
勝
　
白
雲
Ａ
（
岡
垣
）

三
　
位
　
机
　
（
水
巻
）

○
中
学
生
の
部

優
　
勝
　
白
雲
Ｂ
（
岡
垣
）

準
優
勝
　
伊
左
座
（
水
巻
）

三
　
位
　
遠
賀
Ａ

〔
個
人
戦
〕

覚
せ
い
剤
乱
用
防
止

ポ
ス
タ
ー
募
集

▽
資
格
　
県
内
居
住
者

▽
課
題
　
①
覚
せ
い
剤
乱
用
の
恐
ろ
し

さ
を
訴
え
る
も
の
⑨
社
会
環
境
か
ら

党
せ
い
剤
の
追
放
を
訴
え
る
も
の
㊥

覚
せ
い
剤
禍
撲
滅
連
動
の
推
進
を
訴

え
る
も
の

▽
作
品
の
規
格
　
Ｂ
3
判
（
5
4
戊
×
3
8

謝
）
の
画
用
紙
又
は
ケ
ン
ト
紙
に
色

彩
は
自
由
で
す
。

▽
応
募
方
法
　
未
発
表
の
も
の
で
一
人

一
点
を
八
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一

日
ま
で
に
、
福
岡
県
衛
生
部
業
務
課

（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
番
七
号

）
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

○
小
学
四
年
生

優
　
勝
　
草
野
耕
一
（
芦
屋
）

準
優
勝
　
竹
中
憧
二
　
（
中
間
）

○
小
学
五
年
生

優
　
勝
　
大
塚
浩
之
（
中
間
）

準
優
勝
　
元
谷
年
志
（
岡
垣
）

○
小
学
六
年
生

優
　
勝
　
久
保
　
勝
（
芦
屋
）

準
優
勝
　
高
鍋
智
明
（
芦
屋
）

○
小
学
生
女
子

優
　
勝
　
富
永
和
恵
（
水
巻
）
・

準
優
勝
　
井
土
裕
子
（
岡
垣
）

○
中
学
生
男
子

優
　
勝
　
杯
　
賢
治
（
芦
屋
）

準
優
勝
　
春
江
啓
一
（
芦
屋
）

○
中
学
生
女
子

優
　
勝
　
金
子
美
智
代
（
遠
賀
）

準
優
勝
　
相
松
真
紀
子
（
水
巻
）

盆
踊
（
民
踊
）
鵠
習
会
の

お
知
ら
せ

水
巻
町
公
民
館
で
は
次
の
と
お
り
今

年
の
盆
踊
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き
　
7
月
2
1
日
（
水
）

午
後
6
時
3
0
分
か
ら

▽
と
こ
ろ
　
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ

ー
（
役
場
横
）

▽
講
　
師
　
コ
ロ
ン
ビ
ア
専
属
講
師

英
聖
峰
先
生

▽
曲
　
目
　
〇
九
州
小
唄

○
上
州
方
晶
迫
分
け

○
鹿
児
島
は
ん
や

〇
日
水
お
し
ど
り
音
頭
ま
た

は
、
あ
ほ
だ
ら
サ
ン
バ

「
レ

子
供
ゴ
ム
ボ
ー
ト

大
会
を
開
催

芦
屋
競
走
場
で
ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
と
　
き
　
7
月
2
4
日
（
雨
天
、
荒
天

は
順
延
）
　
午
前
9
時
～
1
2
時

▽
と
こ
ろ
　
芦
屋
ポ
ー
ト
レ
ー
ス
場

▽
対
象
者
　
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
の

こ
と
）

▽
受
　
付
　
当
日
の
午
前
8
時
3
0
分
か

ら
1
1
時
3
0
分
ま
で
。
た
だ
し
、
5

0
0
人
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す
。

家
虚
教
育
学
級

が
始
ま
り
ま
し
た

六
月
十
五
日
、
九
十
六
名
の
方
が
参

加
し
て
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

七
月
か
ら
の
学
習
は
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。

○
子
供
が
低
学
年
（
小
学
一
年
～
四
年

生
）
の
家
庭
は
、
毎
月
第
一
木
曜
日

○
子
供
が
高
学
年
（
小
学
五
・
六
年
、

中
学
一
年
～
三
年
）
の
家
庭
は
、
毎

月
等
三
木
曜
日

「
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

指
導
員
を
募
集

町
内
各
団
と
も
指
導
員
が
少
な
い
の

で
授
し
て
い
ま
す
。

空
手
を
習
わ
れ
て
い
る
万
、
習
っ
た

こ
と
の
あ
る
愛
好
者
の
み
な
さ
ん
ぜ
ひ

ご
協
力
下
さ
い
。

※
お
聞
合
せ
は
教
育
委
員
会
、
社
会
教

育
係
ま
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

（

Ｔ

Ｅ

Ｌ

2

0

1

－

0

4

0

3

）

広報は見落しのないよ　う　すみずみまで見ましょ　う


